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（ 8 ） － 65 －
わるのかということ。後者については、「じょうはつしやすいえき」という
説明から推測することができるが、前者に関する情報は得られない。このこ
とはこの教材のマイナスではく、むしろ、そういう疑問を引き出せるという
メリットとして活かしたい。
⑤説明対象の多様化。植物（ａ）、仕事（ｂ）、手順（ｃ）、遊び・文化（ｄ、ｅ、
f）、食べ物（ｇ）、昆虫（ｈ）
　説明的文章の教材の説明対象は、基本的には、あらゆる分野のものが取り
上げられる可能性を持っている。学習にとっての親疎、興味関心、課題解決
バリエーション、社会的な問題状況などによって、何を取り上げるかは決ま
ってくるが、多様な問題に目を向けさせるという意図は、明確である。
　以上、五つの特徴の抽出から、２年生から３年生にかけての説明的文章教
材には、以下のようなことが指摘できた。連続教材によって、読みの方略を
意識化させ、それ以降の教材においても、活用していくことができること、
２年生の間に、時系列展開型の文章の読み方には、習熟させること、３年生
になると、事例列挙型の事例の順序が全体の問いに答えるのにどういう効果
があるかを検討すること、文章の末尾の、「このように」による集約で抽象
度を高めてまとめるという認識の学習が求められること、明示的な問いがな
ければ、問いの文を想定すること、科学的な課題解決過程自体が、学習対象
であること、多様な説明対象で、興味関心を開いていくことなどであった。
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